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感染性脳動脈癖の有髄を確かめ,男顔合併症発症 1遇以内

の開心術は避けることが望ましい.

3)米 国ユタ大学 の心臓移植成績 について

-375症例 の検討-
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【日的ヨ米国ユタ大学での心臓移植症例を検討するこ

とにより,本邦での再開に備える,E方法3同大学移植

部で,1985年 3月から1991年4月までに移植 した375

症例 (356人)を対象とした, この症例に対 して年齢,

性,術前心臓病分類,拒絶反応の有無,再心臓移植の頻

痩,転帰 (予後および社会復帰)について検討 した.

監結果】年齢は9-68,平均壕9歳.男 301人,女55人.

備前心線病分額は拡張型心筋症且26人 (35%),虚血性

心疾患 18壕入 (52%).難治性拒絶反応を望 した36人 (10

%)の うち18人に且9回の再移植が行われた.転帰は術後

6年生存率で80%だった.監総括】吊 -儀 施設では,心

蛾移植後 6年生存率が80%と良好だった.2)術後の問

題点は,拒絶反応と感熱症の対儀 である.3)356人中285

A (80%)が自宅に帰ることが出来た.

4)最近 3年間の当セ ソタ-をこおけ る新生児,
乳児期複雄心奇形 をこ対す る心 内修復術の検
討
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近年の先天性心疾患に対する外科的治療の進歩により,

新生児,乳児期の心内修復術症例は増加 している,1989

年1月から199且年12月までの 3年間に当センタ-で行

なわれた 1才未満の心内惨緩解は 131例でありた,主な

内訳は心室中隔欠損38例 廿 太動脈縮窄 3例),共通房

不和 l(う例.-'-･･rT一･四散7例,''･･‖1'LJ徴 ‖怖動脈

弁欠損4例,ブァロ-四徽+肺動脈閉鎖2例,両天血管

右室超絶10例,給肺静脈環流異常13例,大血管転位28例,

総動脈幹逮残4例,太動 脈離断 6例,大動脈縮窄複合4

例,肺動脈閉顔2例 ヲ大動脈弁狭窄2軌 大動脈肺動脈

中隔欠損+大動脈縮窄 1例であった,ブァロ-四散は4

カ月から11カ月 (俸義 損.8k鍔から 鉦 Ok琵)の症例に

(i(1lpう

おこなわれ,いわゆる pimkFauoもを除くと正常値に

対する左右肺動脈径,産室拡張末期容額は1才以上の手

術例に比 し低値であった,また 7例中, 6例は右憂切開

は行なわれなかった.肺動脈閉鎖およびブァロ-四散寸

肺動脈閉顔の右室流出路再建には もransanuiaFPatch

を使用 し またファロ-関数+肺動脈弁欠損および総動

脈幹過残に対 しては Rastem 術が施行 された.両夫血

管右室起始は 10例に心内惨緩衝が施行 されたが,mon-

committedVSD,共通房室弁 口を伴 う症例など心内修

復に対 して問題感のある症例には肺動脈絞挺術がおこな

われた.大動脈離断,大動脈縮窄複合に対 しては術前状

腰の比較的良好な症例に対 しては一期的修復を行なう方

針とし,大動脈離断の6例に--期的修復が行なわれた.

その他大血管転位は新生児早期 Jateme術例が増加 し,

総肺静脈環流異常はおおむね準緊急的に行なわれた.
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(EMBE)により改善 した良性胆管狭窄 の 1

症例
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症例は58才女性.1985年, 自動車事故にて良性総胆

管狭窄となり,騨頭十二指腸切除術が施行 された.以後,

逆流性胆管炎にて入退院を繰 り返 していた.1991年 8

月26日,急性胆管炎と診断 されチ緊急Å院となった.A

院後,腹部エコ-,腰部 CT,PTCにて肝内胆管の拡

張 と,腸管への流出mの pinhail状の狭窄が認められ

た為,同部位に封レ 叛,-ソによる経度経肝胆道拡張鮪

を2回行い,更にステソ ト留置術を施行 した8 ステソ 卜

は狭窄都に留置することが出来ヲ狭窄部は径 凄mm ま

で広がり, 合併症 屯認めなかった.良性胆管狭窄に対 し

EMBE を 施 行 し,秦功 した症例を経験 したので,稀な

症例 と考え報 告 した.


